
細目

❶和牛受精卵（胚）の生産譲渡の
拡大や担い手農家への妊娠した牛
の譲渡
（受精卵（胚）譲渡数　300胚)
（妊娠牛譲渡数 10頭以上）

×
・受精卵（胚）譲渡数 152胚(50.6%)
・生産 330個
・妊娠牛譲渡数 3頭 (30%)

・受精卵生産個数は譲渡目標の300個を
達成したが、主要な需要先の酪農家乳牛
について、平成23年度の生乳計画生産が
震災の影響により増産へ転換となったこ
とから、後継牛（雌牛）確保が優先とな
り受精卵の需要が後退、北海道預託牛向
けの受精卵供給などを行なったが、3月
末の譲渡数は目標の50.6%にとどまっ
た。
・妊娠牛譲渡は急遽譲渡時期が4月に延
期となったため未達成となった。

・生産する受精卵は、全国的にも通用する
血統のものであり、24年度も農協等の要望
に沿って生産に努める一方、受精卵のPR及
び府内の未利用農家や大規模酪農家に対し
ても販売促進の検討を行う。
・妊娠牛譲渡については、妊娠頭数増によ
り24年度譲渡目標達成を図る.

❷優良和牛繁殖雌牛の導入（８頭
以上）と遺伝的能力の高い子牛の
安定供給（子牛出荷50頭、生産頭
数55頭、妊娠頭数60頭）

○

・優良和牛繁殖雌牛導入9頭(112%)
・子牛出荷頭数 49頭(98%)
・子牛生産頭数 50頭(91%)
・妊娠頭数 55頭(92%)

- -

２３年度運営目標　未達成（×）一覧　【所属名：丹後広域振興局】

運営目標 目標の内容
達成区分

達成状況（３月末）
（数値目標は件数・達成率を明記）

和牛振興基地をめざした牧場
づくりを推進します。（和牛
生産基地である碇高原牧場に
おける和牛子牛の生産拡大）

×

未達成となった要因・理由 ２４年度対応方針

 達成区分（細目）： 「◎」･･･目標達成（達成率１００％以上）    「○」･･･概ね達成（達成率９０％～１００％未満）   「×」･･･未達成（達成率９０％未満） 
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２３年度運営目標　未達成（×）一覧　【所属名：丹後広域振興局】

運営目標 目標の内容
達成区分

達成状況（３月末）
（数値目標は件数・達成率を明記）

未達成となった要因・理由 ２４年度対応方針

 達成区分（細目）： 「◎」･･･目標達成（達成率１００％以上）    「○」･･･概ね達成（達成率９０％～１００％未満）   「×」･･･未達成（達成率９０％未満） 

①ＫＴＲ利用促進協議会と連携
し、住民参加のシンポジウムの開
催等を通じて、地域の公共交通
ネットワークへの住民意識を向上

○

・5/22住民参加シンポジウムを開催（参
加者約600人）
・沿線住民が主体となった「４０万人ワ
ンモア運動」などを展開。(網野高校｢丹
後の旅｣企画、学Book作成　吉津婦人会 ｢
高齢者ほっとサロン｣　｢けいおん｣ラッピ
ング列車、語り部観光列車運行　宮津駅
舎音楽イベント開催など）
・KTRフラワーオーナー制度や地域力再生
交付金を活用した地域団体や住民主体に
よる駅での花壇整備等(峰山駅、野田川
駅、岩滝口駅等）

－ －

②四半期毎に利用者状況を検証の
上、沿線市町と連携し、通勤時の
利用促進などの取組を強化

○

・KTR発着時刻に合わせた会議開催
・毎月1日はKTRに乗る日運動の展開
・京丹後市、与謝野町　KTR・バス連携時
刻表全戸配布
・京丹後市職員KTR通勤強化(157ヶ月分定
期購入)

－ －

❸ＫＴＲを支える沿線市町と連携
して、サポーターズクラブ会員等1
万人達成に向けて、サポーターズ
クラブ会員、トレインオーナー年
間5,000人を獲得
　【２２目標：5,000人→実績：
4,056人】

×

サポーターズクラブ(2,510人）、トレイ
ンオーナー会員(1,850人)　4,360人
(87.2％）

＜参考＞
フラワーオーナー2,974口(計7,334）

・会員向け特典を新設(1日フリーきっぷ割引
等)
・KTRの魅力向上への取組(｢けいおん｣ラッ
ピング列車、語り部観光列車、駅舎コンサー
トなど)
・フラワーオーナー制度によるプラットホーム
等への花壇整備(峰山駅、野田川駅、岩滝
口駅等)
・地域が一体となった取り組みを進め、昨年
実績以上の会員を獲得するも目標数には至
らなかった。

④「北部地域総合公共交通検討
会」を設置し、北部地域の総合的
な公共交通のあり方について検討
し、公共交通機関の平成２４年ダ
イヤ改正に反映

×

・23年4月、7月、9月検討会開催
・管内各市町における地域版チームＫＴ
Ｒの形成を推進
・宮津市：若手の観光協会や市職員等の
企画アイデアを取りまとめ
・京丹後市：自治会や高校、経済団体等
の実施事業等の拡大等を展開
・与謝野町、伊根町も含めた丹後版チー
ムＫＴＲの活動を展開予定

・検討会３回開催し、ダイヤ改正や経営合理
化等を検討
・チームKTRの新設により、専門家による魅
力ある列車づくり等を実施
・地域版チームKTRの設置を推進
・今後のあり方について検討を進めるも、ダ
イヤ改正への反映には至らず、継続して検
討中

市町や関係機関と連携した地
域住民の活動支援等により、
ＫＴＲ年間利用者数　210万
人を確保します。

×

・丹後２市２町の若手職員等による地域版
チームKTRを形成し、定期的な検討会を開催
し、地域での利用促進策を企画・実施

・KTRフラワーオーナー制度等との連携による
花壇整備をはじめ、駅舎の有効活用や駅周
辺の整備等を地域が一体となって推進し、地
域のおもてなし力を向上
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２３年度運営目標　未達成（×）一覧　【所属名：丹後広域振興局】

運営目標 目標の内容
達成区分

達成状況（３月末）
（数値目標は件数・達成率を明記）

未達成となった要因・理由 ２４年度対応方針

 達成区分（細目）： 「◎」･･･目標達成（達成率１００％以上）    「○」･･･概ね達成（達成率９０％～１００％未満）   「×」･･･未達成（達成率９０％未満） 

【主要目標】

❶がんの予防と早期発見・早期治療
を進めるために、胃がん、肺がん、乳
がん、子宮がん、大腸がん検診の受
診率５０％を目標に、受診率の低い
市町の受診率を ３０％以上に向上

×

          管内市町毎の受診率
　　　　　　23年度　　　　22年度
　　　　　低値　高値　　低値　高値
胃がん　　16.0～31.5％　16.4～32.9％
肺がん　　28.3～55.5％　27.6～56.3％
大腸がん　23.9～50.4％　21.9～50.0％
乳がん　　24.2～52.4％　25.2～52.3％
子宮がん　19.8～54.2％　13.2～51.3％

　新たに検診の無料化や個別勧奨等により
受診率が上昇した町もあるが、一部の市町
においては受診勧奨の取り組みや広報が
不十分であったことも要因。
（受診率の高い市町は個別受診勧奨や地区
組織の活動、防災無線・有線テレビ等の広
報や未受診者への再通知等きめ細かな受
診勧奨を実施。）

・検診受診率の低い市町を重点に、キャン
ペーン、出前講座等による啓発を実施（目標
５回）するとともに、当該市町に対し地域へ出
向いての受診指導や未受診者への再通知等
きめ細かい受診勧奨を行うよう支援。

・「健康長寿推進丹後地域府民会議」
に、新たに「がん対策部会」を設置
し、参画団体との協働による啓発を
実施 （部会２回）

○

・３０団体参画による「がん対策推進部
会」を設置し情報共有や対策を検討。
（部会　２回開催）（100％）
・「がん対策推進部会」主催の「健康
フォーラム」を１回開催し、２１０人に
啓発を実施

－ －

・市町や職域・女性等の関係団体と
の協働による「がんフォーラム」や
ターゲットを絞った「健診受診キャン
ペーン」を実施（１０回）

○

・関係団体との協働による啓発キャン
ペーンを13回実施（約1700人に啓発）
(100%以上）
・ピンクリボンライトアップを実施（み
やづ歴史の館）

－ －

・「健康だより」を発行し、府民会議の
参画団体の活動や、がんの予防等の
啓発を実施（年３回）

○

・「健康だより」を３回発行し、５５の
参画団体や府民への啓発を実施（100%）
・「丹後労基ニュース」に投稿し、がん
の予防や検診について啓発、約500の事業
所に配布

－ －

②地域でいきいきと暮らしていくため
の地域リハビリテーションの充実強化

・理学療法士の複数体制での活動な
どにより、地域リハビリテーション支
援センターの機能を強化

○

・丹後中央病院を「地域リハビリテー
ション支援センター」に指定し、医師１
名、コーディネーター２名、スタッフ７
名の体制を構築

－ －

・宮津与謝地域に地域リハビリ支援
センターの支所的機関を新たに設置
し、同地域での相談体制を強化

○

・宮津与謝地域における協力機関として
「NPO法人丹後福祉応援団」を位置付け、
相談事業を実施
・宮津市、与謝野町、伊根町の地域包括
支援センター連絡会に８回参加し、ケア
マネージャーへの相談等実施

－ －

・地域リハビリ支援センターの活動の
円滑化に向けて、圏域連絡会やリハ
ビリ検討会を通して関係機関との連
携を強化（２回）

◎

・関係機関と合計５回の検討会を開催
し、連携を強化。（圏域連絡会1回、リハ
ビリ検討会２回、管内地域包括支援セン
ター連絡会を２回開催）（250%）

－ －

×

「たんご健康長寿日本一」を
推進します。
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２３年度運営目標　未達成（×）一覧　【所属名：丹後広域振興局】

運営目標 目標の内容
達成区分

達成状況（３月末）
（数値目標は件数・達成率を明記）

未達成となった要因・理由 ２４年度対応方針

 達成区分（細目）： 「◎」･･･目標達成（達成率１００％以上）    「○」･･･概ね達成（達成率９０％～１００％未満）   「×」･･･未達成（達成率９０％未満） 

建築物の安心・安全の確保を
推進します。

❶管内市町と連携し木造住宅耐震
改修（補助）を促進
（管内市町で耐震改修　10戸）
【22実績：11戸】

× ×

・現在の申込数は７戸（内、6戸完成）
　　（京丹後市６戸、伊根町１戸）
・事業者向説明会２回開催（5月、8月）
・啓発（出前講座1回、耐震フェア1回開催）
・募集枠増加のため、各市町議会で補正予
算
（宮津市０→５，京丹後市２→１２，与謝野町
１→３，伊根町０→１）
　これにより、昨年実績（１０戸）を倍増する
（２１戸）予算枠を確保

・H23年度前半は、H22年度末補正（緊急経
済対策）の繰越し執行（９件）を中心に従事
　※実質、H23年度はH22繰越し分を含めて
16件の改修を実施（通常年の1.6倍）
・H23年度分については、12月補正で予算枠
を広げて取り組んだが、家主が改修時期と
して冬期を敬遠したため、耐震改修工事件
数が延びなかった。（この冬の豪雪が特に
追い打ちをかけたと考えられる。）

24目標：50戸（簡易型耐震改修を含む）
・実際に改修を行うのが診断済家屋の１割程
度という実態に鑑み、診断済家屋に対して個
別に簡易型耐震改修制度を周知するなど、Ｐ
Ｒ方法を工夫
・一般府民向け普及や啓発を目的として耐震
フェアを開催
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